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2月、3月、4月、5月、6月の長期予定をお知らせします。 

新倉ふれあいの森や和光樹林公園、大坂ふれあいの森、富澤湧水等の保全活動、花のま

つり（桜やつつじ）、観察会にぜひ参加して、春から夏の準備を進めましょう。 
 

 全体会 
新倉ふれあい 

の森 
白子・大坂ふれあいの森(地

域の会と協力して） 
樹林公園 

3

月 

報告書の作成 

28日（土）白子小さくら祭

り(竹細工の展示頒布） 

21日定期保全 
14 日モニ 1000 白子と保

全 19日 定期保全 

6日 9時～ 

ヒロハアマ

ナ柵作り 

4

月 

4日 13:00〜 

カタクリとニリンソウを訪

ねるエコツアー  

29日熊野神社つつじ祭り 

湧水コーヒー店と観察会 

18日（保全日） 

25日野草観察

と竹の子掘り

竹工作 

11 日モニ 1000 白子湧水

群 

15日（予定として水曜） 

可能なら水曜日に変更 

ヒロハアマ

ナ保全と移

植 

5

月 

9日 総会白子コミセン 

｢新倉の竹の子ごはん｣試食

と総会(お手伝い募集中） 

19日文理シナジー学会表彰式 

16日定期保全 

5月 13日頃 

モニ 1000白子湧水群 

20日（予定として水曜） 

可能なら水曜日に変更 

17 日市民

活動見本市 

観察会と博

物館・展示 

6

月 

6 月 5 日お茶の水女子大学
（地理学授業） 
和光の湧水と歴史巡検 

20日定期保全 

13日（土） 

モニ 1000白子湧水群 

17日（予定として水曜） 

 

 

 

 

１．協働事業「和光市湧水環境調査」報告書完成 
 

身近な自然を残した町づくりが市民の願いとなっていま

す。それには、和光の地理的特徴を知り、貴重な場所を残

していくことが大切です。和光の特徴である湧水・地下水

とそれを取り巻く緑の環境についての調査は、日常的な価

値や防災の面でも役だちます。十数年前の調査との比較を

念頭に、湧水地、井戸、緑地の「湧水環境」の変遷を調べ、

身近な自然の保護と都市開発や防災に反映できるよう調査

しました。その結果を公表し、市民と行政の知見や認識の

共有化を図ろうと、フォーラムを実施し、フォーラムを含む調査をまとめた報告書を作成

しました。会ではレーザープリンターでカラー版印刷を行いファイルに綴じ報告書を完成。

71 頁に及ぶ冊子で、

和光市内の自然環

境を網羅し、100 か

所の井戸、越戸川、

白子川からの湧水

流入調査、白子湧水

群の重点調査が写

真と共に書かれた

貴重な冊子です。 
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重点地区モニ 1000調査の様子 報告書の印刷製本作業 
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